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　　　　　　　　　　　　　　　　　　昨日は暑すぎました。日本国内で一番暑かった所が、36度の
　　　　　　　　　　　　　　　　　西条市だと聞きました。しかもまだ６月だ！　夏が早くやって 
　　　　　　　　　　　　　　　　　きましたが、日本らしく突然暑くなりましたね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本での季節の節目はいつも突然のように思います。ある日
　　　　　　　　　　　　　　　　　の帰り道、冷たい風が気持ち良く「日本の春は、なんて素晴ら
しい」と思いきや、翌朝は汗まみれになって、すぐに氷水のようなシャワーを浴び、エアコンを18度
にしたくなるぐらい季節が早く変わります。しかも、夏だけじゃなくて、冬も同じぐらい突然です。
突然過ぎて、ストーブの灯油の準備が間に合わないことが多いです。
　私はよく日本人に「イギリスでは季節がいくつありますか？」と聞かれます。イギリスには日本と
同じ四季がありますが、少しずつ変わっていくので気候の差にそれほど気づかないかもしれません。
だから、イギリスでは日本より季節の節目は重視されていないと思います。日本では年間の節目や習
慣を深く感じている人が多くいるように思います。それらをより自覚していて、節目に行われる行事
でお祝いすることがたくさんあります。お祭りやお花見、七夕などの行事は季節の違いに基づいたも
ので、１年の気候や風景が時の流れによって変わることで人間と深い関係を築いてくれるものです。
　冬の日本と夏の日本は、まるで別の国みたいです。その違いを認めて、それによってお祝いするこ
とは、私が今年日本を去る時に絶対恋しくなります。日本に戻って、いずれまたそれを経験できれば
と思います。とはいえ、３年ぶりのイギリスの夏はとても楽しみです。日本の夏は、やっぱり暑すぎ
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪訳：国際交流員ケイレブ≫

▲外国語指導助手

　トム・シャラーさん
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